
１ 当初予算（要求）額（千円）

３ 事業概要
未改修河川に頻発する河川災害や都市部における河川の慢性的な浸水被害を解消する

ため、河川改修を促進し、水害のない県土づくりを推進。
また、近年、人と自然が共生できる河川の新しいあり方が求められていることから、

平成９年度に策定した岐阜県河川整備中期計画「未来につなぐ”ぎふ”の川づくり構想
」に基づき多自然型川づくりを積極的に推進。

４ 施策の効果
県民生活の治水安全性の向上を図るため、近年水害が発生した河川等において再度発

生の防止策を早急に実施。

５ 要求の内容
（主な事業）

６ 決定内容
（主な事業）

所 属 基盤整備部河川課

担当(係)名 改良係 内 線 ３７２９

（款）８土木費 （項）３河川費 （目）(3)河川改良費

（明細書事業名)○公共事業○単独事業
河川改修事業

７，２３８，９４０

当初予算（決定）額（千円） 【財源内訳】

７，９６５，０００ 国 庫
2,528,000

県 債
2,639,000

一般財源
2,684,675

その他
113,325（前年度１０，４６４，２００）

公共・単独
・広域河川改修費
・都市河川改修費
・総合治水対策特定河川事業費
・統合河川整備事業費
・床上浸水対策特別緊急事業費
・住宅宅地基盤特定治水施設等整備事業費
・河川局部改良費

２，７７３，９４０千円
７０８，０００千円
７６０，０００千円
２１１，０００千円
３００，０００千円
７４０，０００千円

単 枠

公共・単独
・広域河川改修費
・都市河川改修費
・総合治水対策特定河川事業費
・統合河川整備事業費
・床上浸水対策特別緊急事業費

（大谷川流域浸水被害軽減対策）
・住宅宅地基盤特定治水施設等整備事業費

１，７６０，０００千円
４７０，０００千円
７６０，０００千円
１２８，０００千円
２００，０００千円

８４０，０００千円

（うち、大谷川流域浸水被害軽減対策分８億円）

・河川局部改良費 ２，７２０，０００千円



※県単独建設事業費枠（単枠）に係る事業については、県税収入等の状況を見極めた
上で措置する必要があることから、予算要求は行わず、予算案決定の最終段階で措
置した。


